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令和２年９月23日（水曜日）

午前９時59分開会

会議に付した案件

○概要説明

福祉保健部、教育委員会

１．スポーツの振興に向けた取組について

○協議事項

１．県内調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（12人）

委 員 長 窪 薗 辰 也

副 委 員 長 河 野 哲 也

委 員 星 原 透

委 員 横 田 照 夫

委 員 日 高 博 之

委 員 日 髙 陽 一

委 員 脇 谷 のりこ

委 員 安 田 厚 生

委 員 髙 橋 透

委 員 渡 辺 創

委 員 来 住 一 人

委 員 図 師 博 規

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 日 隈 俊 郎

副 教 育 長 黒 木 淳一郎

教 育 次 長
工 藤 康 成

（教育政策担当）

教 育 次 長
黒 木 貴

（教育振興担当）

教 育 政 策 課 長 川 北 正 文

スポーツ振興課長 押 川 幸 廣

福祉保健部

長 寿 介 護 課 長 佐 藤 彰 宣

障がい福祉課長 重 盛 俊 郎

事務局職員出席者

政策調査課主任主事 田 中 孝 樹

政策調査課主査 持 永 展 孝

○窪薗委員長 それでは、ただいまからスポー

ツ振興対策特別委員会を開会いたします。

今日の日程でございますけれども、本日は福

祉保健部、教育委員会からスポーツ振興に向け

た取組について説明をいただきたいと思います。

その後、委員会の県内調査等について御協議い

ただきたいと思いますが、このように取り進め

てよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、そのように決定いた

します。

では、執行部入室のため、暫時休憩いたしま

す。

午前10時０分休憩

午前10時１分再開

○窪薗委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

本日は、福祉保健部、教育委員会においでい

ただいております。

執行部の皆さんの御紹介につきましては、お

手元に配付してございます出席者配席表にかえ
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させていただきたいと存じます。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○日隈教育長 おはようございます。教育長の

日隈でございます。本日は、教育委員会と福祉

保健部の関係課で出席させていただいておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

委員の皆様には、日ごろより、教育、そして、

スポーツ、また、障がい福祉に関しまして、御

指導、御鞭撻をいただいておりますことを、ま

ず、御礼申し上げたいと思います。ありがとう

ございます。

座って説明させていただきます。

お手元にお配りしておりますスポーツ振興対

策特別委員会資料の表紙、下のほうを見ていた

だきますと、本日は特別委員会から御指示のあ

りましたスポーツの振興に向けた取組について、

御説明させていただきます。

私のほうからは以上でございますけれども、

内容につきましては、引き続き担当課長よりそ

れぞれ説明いたしますので、どうぞよろしくお

願いいたします。

○押川スポーツ振興課長 それでは、早速資料

に沿いまして御説明をさせていただきます。

資料の１ページをお開きください。

スポーツ振興課からは、児童・生徒のスポー

ツの振興に向けた取組、それから、生涯スポー

ツの振興に向けた取組についてということで、

２つの大きな項目で御説明をさせていただきま

す。

それでは、資料の１ページにお戻りいただき

まして、まず、１、幼児等にかかる指導者養成

としまして、２つの研修会を実施しております。

（１）にあります学校体育授業力ジャンプアッ

プセミナーですけれども、スポーツ庁が実施し

ております研修会に本県から受講生を派遣しま

して、その派遣された受講生が講師となりまし

て、県内の認定こども園の教諭などを対象とし

て講習会を実施しているものでございます。昨

年度の実績としましては、131名が受講をしてお

ります。

次、（２）幼児教育指導者研修会では、認定こ

ども園の教諭などを対象とした、主に運動遊び、

それから、水遊びの研修会を実施し、幼児等に

かかる指導者の養成を図っているところでござ

います。昨年度の実績としまして、188名が参加

をしております。

続きまして、大きな項目２、小・中学校体育

授業の充実支援としまして、５つの事業等を実

施しております。

（１）ですけれども、体育振興指導教員等の

派遣でありますけれども、体育授業の充実と教

諭等の指導力向上を図ることを目的に、専門的

な知識や技能を持つ体育振興指導教員等※20名を

小学校高学年の陸上運動などの授業の指導者と

して派遣をしているものでございます。昨年度

は32校へ派遣をしております。

（２）小学校体育専科教員の配置であります

が、小学校体育授業の充実と指導者の指導力向

上を目的として、県内３校をモデル校としまし

て、各モデル校に１名ずつ配置し、自校での体

育授業を中心に指導を行っていただくとともに、

近隣校への派遣や授業公開等を実施していると

ころでございます。昨年度、モデル校３校の授

業公開には169名の先生方が参加をしておりま

す。

（３）小学校体育活動推進校の指定でありま

すが、３地区の小学校を推進校として指定しま

して、児童の体力向上や健康増進及び生涯にわ

たってスポーツに親しむための基礎づくりとな

※７ページに訂正発言あり
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る取組を実施しております。昨年度の実績とし

ましては、小学校３校、東郷小学校、三股小学

校、門川小学校の３校を指定したところでござ

います。

（４）キッズスポーツ教室ですけれども、県

小学校体育連盟に委託をしまして、県内14地区

で陸上教室、水泳教室、器械運動教室等を開催

しているところでございます。

次に、（５）の学校体育実技サポーターの派遣

でありますけれども、体育授業の充実と教諭等

の指導力向上を図ることを目的に、中学校の武

道及びダンス、小学校の陸上運動系、また、器

械運動系の授業に専門的な技能を有する外部人

材を派遣しております。昨年度は、38校、39名

の外部指導者を派遣しているところでございま

す。

続きまして、大きい項目３、その他の研修会

ですけれども、この内容としまして、５つの研

修会を実施しております。

（１）学校体育授業力スキルアップセミナー

ですけれども、本県の小学生の体力の課題であ

ります、握力と投力を主にしまして、そこの改

善につながるような指導につきまして、小学校

の教諭等を対象に、ゲーム・ボール運動と器械

運動の研修会を実施しているところでございま

す。本事業は令和元年度からの新規事業であり

まして、昨年度は14名が参加をしております。

（２）の地区体育科・保健体育科授業力ステッ

プアップセミナーでは、小学校の教諭等を対象

に、児童の体力向上を図るための指導法を習得

し、体育学習を効果的に展開するための指導者

の資質向上を目的として研修会を実施しており

ます。昨年度は、県内９会場で225名が参加をし

ております。

（３）学校体育授業力ジャンプアップセミナ

ーですけれども、中学校の教諭等を対象に、武

道の授業の進め方についての研修会を実施する

とともに、安全に配慮した学習指導方法の改善

及び充実を目的として研修会を実施しておりま

す。昨年度は36名が参加をしているところでご

ざいます。

（４）運動部活動顧問研修会ですけれども、

中学校の教諭等を対象に、優れた指導実績を持

つ県内指導者を講師としまして、２ないし３競

技の運動部活動における研修会を実施しており

ます。昨年度は、軟式野球、剣道、バスケット

ボールの３つの指導者53名が参加をしていると

ころでございます。

（５）運動部活動外部指導者研修会ですけれ

ども、中学校及び高等学校の運動部活動の指導

に携わる外部指導者を対象としまして、運動部

活動のあり方についての研修会を実施しており

ます。昨年度は148名の参加となっております。

以上が、児童生徒のスポーツの振興に向けた

取組についての説明でございます。

続きまして、３ページをお開きください。

生涯スポーツの振興に向けた取組について御

説明をさせていただきます。

大きい項目１番、総合型地域スポーツクラブ

の育成・支援に向けた取組ですけれども、主に

３つの取組を行っております。

（１）ですけれども、クラブや市町村訪問の

実施でありますが、クラブ運営に対する支援や

クラブ育成に向けた支援を目的に、クラブや市

町村の担当者を直接訪問しております。昨年度

は延べ56クラブ、県内全26市町村を訪問し、協

議や相談等を実施したところでございます。

（２）指導者の資質向上を図る研修会の実施

ですけれども、クラブ連絡会議やスポーツ習慣

化促進研修会など、クラブの活性化等を目的と
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したクラブ関係者の資質向上を図るための会議

や研修会を実施しております。

（３）スポーツを通した地域の課題解決に向

けたモデル事業の実施でありますが、平成30年

度より都城市をモデル地区としまして、運動、

スポーツの実施率の向上を目指し、クラブ間の

連携事業や各クラブの事業を実施したところで

あります。これらの取組を通しまして、地域ス

ポーツの振興に向けたクラブの育成や活性化を

図るための支援を実施したところでございます。

続きまして、大きい項目２、ウオーキングス

マートフォンアプリ、ＳＡＬＫＯの普及啓発を

図る取組としまして、主に４つの取組を行って

いるところでございます。

（１）ですけれども、利用促進キャンペーン

の実施としまして、10月と２月の年２回、ＳＡ

ＬＫＯの利用促進キャンペーンを実施し、ＳＡ

ＬＫＯの普及啓発活動に取り組んだところでご

ざいます。

続きまして、（２）ＳＡＬＫＯ利用促進事業の

実施では、本年度からの事業ですけれども、市

町村や企業、総合型地域スポーツクラブを対象

に８団体に委託し、ＳＡＬＫＯを利用したウオ

ーキングイベント等を通してＳＡＬＫＯの普及

啓発活動に取り組んでいるところでございます。

（３）のＳＡＬＫＯの広報活動ですけれども、

ＭＲＴ企業対抗運動会における広報活動や教育

番組における広報活動など、スポーツイベント

やテレビ番組等を通してＳＡＬＫＯの普及啓発

活動に取り組んでいるところでございます。

（４）市町村等との連携ですけれども、市町

村や総合型地域スポーツクラブが実施しますウ

オーキングイベント等の情報をＳＡＬＫＯに掲

載するなど、ＳＡＬＫＯを活用した支援を行っ

ているところでございます。

これらの取組を通しまして、ウオーキングス

マートフォンアプリＳＡＬＫＯの利用促進やウ

オーキングを中心としたスポーツ習慣化を推進

しているところでございます。

続きまして、大きい項目３、1130県民運動の

推進に向けた取組としまして、主に３つの取組

を行っております。

（１）の自主イベントでの広報活動の実施で

すけれども、大型商業施設で自主イベント等を

実施しております。昨年度は、イオンモール宮

崎において、食と体と健康づくりに取り組もう

をテーマにしたイベントを実施したところでご

ざいます。

（２）のイベント参加による広報活動の実施

ですけれども、企業等が実施しますイベント等

へ参加して広報活動を実施しております。昨年

度は、国保連合会の健康イベント、また、しん

きんチャリティーウオークなどに参加して広報

活動を実施したところでございます。

（３）の出前講座による広報活動等の実施で

ありますけれども、企業や団体側から健康増進

等に関する講座での広報活動等を実施をしてい

るところでございます。昨年度は、６つの企業

や団体から申請等がありましたので、そこへ出

向いて出前講座を実施し、186名が参加をしたと

ころでございます。

これらの取組を通しまして、1130県民運動の

普及啓発活動を推進しているところでございま

す。

説明は以上でございます。

○佐藤長寿介護課長 長寿介護課でございます。

長寿介護課からは高齢者のスポーツの振興に向

けた取組について御説明いたします。

資料の５ページをお開きください。

まず、１の高齢者へのスポーツ普及の意義に
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ついてでございますが、高齢になっても誰もが

生き生きと健康に暮らすことができる社会を実

現するためには、健康上の問題で日常生活が制

限されることなく生活できる期間である健康寿

命を伸ばすことが大切でございます。

高齢者がスポーツに取り組むことは、個人の

健康保持・増進、疾病の予防、介護予防等によ

る健康寿命の延伸が図られることに加え、仲間

づくりや生きがいづくりの場として、高齢者の

社会参加の促進につながることが期待されます。

次に、２の宮崎ねんりんピック、全国健康福

祉祭でございます。

まず、（１）の宮崎ねんりんピックの開催です

が、宮崎ねんりんピックは、高齢者の生きがい

と健康づくりを推進するために開催するスポー

ツ・文化種目を通じた競技会でございまして、

高齢者の方々が競技を通じて交流の輪を広げ、

生きがいや健康づくり、仲間づくりを進めてい

くことを目的として、県内在住の60歳以上の方

々を対象に平成９年度から開催しております。

開催当初は16種目、うち、スポーツ13種目で

行っておりましたが、その後、徐々に増やしま

して、現在は資料に記載の全29種目、うち、ス

ポーツ26種目の競技で実施をされております。

残念ながら今年度は新型コロナの感染拡大防

止のため、中止としたところでございます。

続いて、（２）の全国健康福祉祭への選手派遣

でございますが、全国健康福祉祭は60歳以上を

中心とする高齢者が主役のスポーツと文化の祭

典でございまして、愛称はねんりんピックと申

します。厚生労働省、開催都道府県及び政令指

定都市、長寿社会開発センターの共催で開催さ

れております。1988年に、厚生省50周年記念事

業の一環として、第１回ひょうご大会が開催さ

れました。以来、毎年、各都道府県持ち回りで

開催されておりまして、本県におきましては、

平成８年に第９回みやざき大会が開催されてお

ります。

この全国健康福祉祭には、先ほど説明いたし

ました宮崎ねんりんピックで優秀な成績を収め

られた方を宮崎県選手団として派遣しておりま

して、昨年度のわかやま大会には、118名を派遣

したところでございます。

本年度は岐阜県において10月末に開催される

予定でございましたが、新型コロナの感染拡大

防止のため、令和３年、来年の10月末へ１年延

期となってございます。

最後に、３の老人クラブのスポーツ活動への

支援についてでございます。

（１）のさんさんクラブスポーツ大会は、高

齢者みずからによる体力づくりを進めるととも

に、スポーツを通じた会員相互の親睦と連帯感

の高揚を図ることを目的に、平成14年度から開

催されており、その開催経費を補助することで

支援を行ってございます。

なお、さんさんクラブとは、宮崎県における

老人クラブの愛称でございます。

（２）の市町村老人クラブ連合会への支援に

つきましては、スポーツ大会を含めた老人クラ

ブの実施する健康づくり、社会奉仕、文化活動

などの各種事業に補助を行いまして、高齢者自

身の社会参加の機会の増加や健康の維持などを

推進するため、支援を続けているところでござ

います。

長寿介護課からは以上でございます。

○重盛障がい福祉課長 障がい福祉課でござい

ます。

障がい者のスポーツの振興に向けた取組につ

いて御説明いたします。

資料の７ページをお願いいたします。
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まず、１、障がい者へのスポーツ普及の意義

でございます。

障がい者スポーツの推進は、障がい者の生き

がいや生活の質の向上、自立や社会参加の促進

といった効果のみならず、共生社会の構築につ

ながっていくものでございます。

ここにありますとおり、国の有識者会議にお

きましても、障がい者がスポーツを通じてみず

からの可能性にチャレンジしたり、仲間とのコ

ミュニケーションを深めることは生活の質を高

め、人生をより豊かにするものであり、さらに、

障がい者スポーツの推進は、障がいのない人へ

の理解を促進し、障がい者と障がいのない人と

の交流を促進するものであると報告されており

ます。

続きまして、２、県障がい者スポーツ大会、

障がい者スポーツ教室の開催についてでありま

す。

（１）の県障がい者スポーツ大会につきまし

ては、例年、５月の第２日曜日に開催しており、

平成14年から本名称で実施をしております。

表には、参加選手数、競技役員数、補助員数

の過去４年の推移をお示ししております。ちな

みに、令和元年度の参加選手数は1,466名となっ

ております。競技役員数は約300名を超え、補助

員数につきましても約250名と多くの方に支えら

れております。

実施競技は、陸上、水泳などの10競技でござ

います。

なお、本年度はコロナの影響で中止にしたと

ころでございます。

続きまして、（２）障がい者スポーツ教室の開

催についてであります。

表でございますけれども、これは、会場数と

参加者数でございます。例年、15を超える会場

でスポーツ教室を実施しており、年々、参加者

が増加をしておりまして、令和元年度は1,001名

の参加ということになっております。

実施種目でございますけれども、囲みにあり

ますとおり、卓球バレーやフライングディスク

など、誰もが手軽に楽しめるものとしておりま

す。

続きまして、８ページになります。

３、全国大会等への選手支援についてでござ

います。

九州大会や全国大会等に出場する選手、また

は、障がい者スポーツクラブに対し、大会参加

費の一部を助成しております。

続きまして、４、スポーツ施設のバリアフリ

ー化についてであります。

県の、人にやさしい福祉のまちづくり条例に

基づきまして、思いやりのある心づくりとバリ

アフリーの施設づくりを柱に、福祉のまちづく

りの総合的な推進を図っており、バリアフリー

の施設づくりを推進しております。

さらに、第４次宮崎県障がい者計画において

も、県有施設のバリアフリー化などをより一層

推進するとともに、市町村に対する助言を行い、

障がい者に配慮した施設の整備・改善を促進す

ることとしております。

次に、５、指導者育成の取組についてであり

ます。

（１）は、公益財団法人日本障がい者スポー

ツ協会が公認しております障がい者スポーツ指

導員の養成でございます。

障がい者スポーツ指導員には、初級、中級、

上級のランクが設けられておりますが、本県で

は、平成14年度から初級の障がい者スポーツ指

導員の養成講座を実施しております。

過去４年の受講者数の推移につきましては、
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表にお示ししているとおりでございます。

また、県外で開催がされております中級、上

級の資格につきましても、参加費の一部を助成

しております。

参考としまして、県内の公認障がい者スポー

ツ指導員養成登録者数の過去４年の推移を表に

お示ししております。

最後に、（２）その他の取組といたしまして、

主に、県外で開催をされております審判講習会

や研修会等への派遣などを行い、指導者の育成

に努めているところでございます。

説明は以上でございます。

○窪薗委員長 ありがとうございました。

執行部の説明が終わりました。御意見、質疑

がございましたら御発言をお願いいたします。

○安田委員 全国から見れば体力は、宮崎県は

平均を上回っているようだが、詳しく教えてい

ただきたい。

○押川スポーツ振興課長 全国の体力テストに

対してということなんですけれども、ちょっと

その前に１点、訂正をさせていただけませんで

しょうか。

１ページの小中学校体育授業の充実支援の中

で、（１）体育振興指導教員等の派遣ですけれど

も、私のほうは20名と申し上げましたが、その

資料にありますように21名が正しい数字でござ

いますので、申し訳ありませんが訂正をさせて

いただきます。

それでは、体力の状況ですけれども、全国体

力調査が小学校５年生と中学校２年生で行われ

ております。

本県の昨年度の実績ですけれども、小学校に

おきましては、小学校５年生、男子で８種目ご

ざいますが、８種目のうち６種目が全国を上回っ

ております。小学校５年生の女子では、８種目

のうち４種目、半分でございます。

また、中学校２年生ですけれども、中学校２

年生の男子につきましては９種目ございます。

９種目のうち、男子は８種目で全国を上回って

おります。中学校２年生の女性につきましては、

９種目中６種目が全国を上回るということで、

若干、小学校５年生の女性がちょっと全国レベ

ルと、平均程度ですけれども、ほぼほかの種目

では全国を上回るような状況ができているとこ

ろでございます。

○安田委員 そう考えれば、全国的に見れば、

宮崎県の子供たちというのは、やっぱり全国で

も上位のほうに入るんですね。

指定校に門川町が入っておりますけれども、

やはり学校別で体力にバラツキがあるんじゃな

いかなと思うんですが、どうでしょうか。

○押川スポーツ振興課長 県内の各学校でも、

やはり差がございますので、そういった状況を

加味しまして、モデル校を通して、学校での取

組をさらに推進していただくような取組をして

おります。

また、全ての学校で体力向上プランというの

を作成していただいていまして、それぞれの学

校の課題、それから、特色等を生かしながら、

また、地域性等を生かしながら、体力向上プラ

ンに基づいて、児童生徒の体力の向上に取り組

んでいただいているところでございます。

○安田委員 学校で体力が全然違う、レベルが

違うような感じがいたしますので、そういうプ

ランを出し合って、今後の体力向上に努めてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。

○日高博之委員 生涯スポーツの振興で、私は50

歳なんですけれども、あと10年したらさんさん

クラブに入るんだと思うんです。それまでには、
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体をしっかり鍛えておかないといけないなとい

うことで、将来の健康寿命のためにも、今から

やっておかなければいけないわけです。

ＳＡＬＫＯの普及啓発に努めるということで

すが、ウオーキングで体や足を動かすことで、

健康な体力を身につける、ということはあるん

ですけれども、最近、スポーツ医学の中では、

歩けばいいというものじゃなくなっているらし

いんです。僕らの年代というのは時間があまり

ないから、歩くといっても、１時間、２時間も

時間の余裕があるわけでもない。その中で何を

するかというと、いわゆる筋力トレーニングで

す。例えば歩くよりもバックランジを20回を５

セットしたほうが効果があるというのも、これ

も科学的に証明されています。それだったら、

多分５分もあれば十分１時間歩くぐらいの消費

はできる。

今、コロナもありますので、なかなか外に出

づらい。特に高齢者は出づらいので、ほどよい

筋力のトレーニング、または体幹のトレーニン

グというのが必要になってくる。ＳＡＬＫＯも

いいんですけれども、そういった新たな、筋ト

レも取り入れた複合的な生涯健康づくりをして

いくことは、さほど難しい話ではないと思うん

ですが、その辺はどう考えているかお伺いいた

します。

○押川スポーツ振興課長 御意見ありがとうご

ざいます。

確かにＳＡＬＫＯアプリは運動するきっかけ

づくりというところで、自分の健康等に関心を

持っていただくスタートラインとして考えてお

ります。スタートに立っていただいた上で、さ

らにいろんな運動をすることで、みずからの健

康づくりが進んでいくことになろうかと思いま

す。

特に、各市町村におられるスポーツ推進員と

連携しながら、自宅でできる運動などを普及す

るための研修会等も実施をしております。

健康も含めた運動を、県民の皆さんにもっと

進んで行っていただけるような機会づくりを私

たちは進めていかなければいけないと考えてお

りますので、今、いただいた御意見等も含めま

して、各市町村のスポーツ推進員の方々の活動

にもそういう思いを伝えていきたいと思ってい

るところでございます。

○日高博之委員 高齢になっても、70歳、80歳

になったとしても、筋肉をつけることって大事

らしいんです。これが非常に将来に大きいわけ

です。

県でやられているのは、児童生徒から中高年、

また、高齢者にかけて、幅広い年代での生涯ス

ポーツの振興ということだと思うんです。今、

機会づくり、とおっしゃっていたんですけれど

も、機会づくりを始める年齢というのは、しっ

かりと押さえておかないと、高齢になって始め

ても、もう遅いんです。高齢になると、無理し

すぎると逆に体力が弱る場合もあったりとか、

骨がかけたりとかありますので。徹底的にやる

んだったら、例えば50歳ぐらいから始めて、70

歳ぐらいまでは背中が曲がらず病院にもかから

なくていいような、その辺まで考えてみると面

白いですよね。これをやったら日本初です。い

つも二番煎じを走る宮崎県が、一番でそういう

ことをやれば、面白いでしょう。理学療法士や

スポーツトレーナーの教える内容を、簡単に３

分くらいにまとめてＤＶＤにして配ってみたり

ですね。スポーツ指導員や各地域の体育指導員

がいるといったって、現実的にはみんなが会え

るわけではないですから、そういう方法を考え

たらどうかと思うんですけれども、どうでしょ
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うか。

○押川スポーツ振興課長 御意見ありがとうご

ざいます。

やはりウオーキングで筋力をアップするため

には食事が一番大事だということもありまして、

ただ筋肉を動かすだけで、いわゆるたんぱく質

を摂取しなければ筋力が逆に落ちていくという

ような研究もあります。ですから、運動と食事

のバランスについても県民の皆さんに伝えてい

くことも重要なポイントではないかと考えてお

ります。

また、現在の県民の運動の実施率の調査を見

ますと、子育て世代の女性の方々や、働き世代

の男性の方々の運動実施率がどうしても低い状

況がございます。そこにどうやってアプローチ

をしていくのかというところを、今、スポーツ

振興課の中でも課題として取り上げております

ので、そういった事業を今後はしっかりと取り

組んでいきたいと考えております。

○日高博之委員 今、食の話が出て、なるほど

なと思いました。歩くだけじゃなくて、短時間

にある程度の消費カロリーを摂取するには、最

低限これがどれくらい必要だとか、そういうこ

ともやっていけば、宮崎県はその部分について

はぐっと上がります。教育長が研究をしてやっ

ていくべきだと。こういうことを、県民を上げ

てやるのはすばらしいことだと思うんです。

○日隈教育長 日高博之委員のおっしゃるとお

り、歩くだけではということで筋力の話もあり

ましたけれども、福祉保健部の健康増進課が所

管になるんですが、今日は来ておりませんので、

私のほうから少し説明をさせていただきます。

ロコモ対策ということで、宮崎大学医学部整

形外科の帖佐教授が中心になられていて、福祉

保健部のほうで所管しております。全ての関節

や筋肉、これは整形じゃなくて今は運動器科学

と称しているそうでして、大学によっては整形

外科ではなくて運動器科という位置づけにして

いるそうですが、全ての体の運動器を健全に維

持していくということが、やはり健康にも重要

であるということで、全市町村の保健師さんを

活用して、今、ロコモ対策ということで、ＤＶ

Ｄも作っております。老いも若きも体の関節、

アキレス腱とか、太ももから胸筋まで、全ての

筋肉を動かして１日30分とか、体操、運動もし

ましょうというもので、教育委員会のＳＡＬＫ

Ｏなどのスポーツの健康対策とは別に、いわゆ

る健康を維持していくという観点での取組も、

進めているところです。

いずれにしましても、これから国体に向けて、

このスポーツ医学の関係については一緒に進め

てまいります。宮崎県は、実は健康の優秀な県

ではありません。健康維持のためにも、運動を

利用して、体の筋肉や関節をしっかり維持して

いけるようにして、高齢化社会に向かっていく

ということを並行して進めていく必要があると

思いますので、スポーツ医学と一緒に今後は進

めていくことになろうかと思います。

教育委員会のほうでも、私どもは子供たちを

対象とした教育の場ということでありますけれ

ども、青年のスポーツまでを含めて所管してお

りますので、スポーツから健康に含めたスポー

ツ医学の観点から健康維持の対策ということで、

福祉保健部と連携を取りながら進めてまいりた

いと考えております。

以上です。

○日高博之委員 ぜひよろしくお願いいたしま

す。知事もスポーツをされるみたいなんで、やっ

ぱりそういうのを生かさないといけないです。

何のためにトライアスロンをしているかもわか
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らん、そういうのを生かしていかないとな、と

思いますので、その辺はまた庁議とかで、教育

長から知事のほうに言っておいてください。よ

ろしくお願いします。

○渡辺委員 スポーツ振興課にお伺いをします。

総合型地域スポーツクラブについて、目標とし

ていた県内の全ての市町村での設立はできたと

いうところだと思いますが、クラブの財政を考

えたときに、例えばスポーツ振興くじの助成金

とかというのはあっという間に切れてしまうわ

けですから、その後、継続的にクラブ運営がで

きるかというのが最大の課題だろうと思ってい

ます。そこについて、県の教育委員会としては、

現状認識を含めて、どのように考えているのか

お伺いをしたいと思います。

○押川スポーツ振興課長 総合型地域スポーツ

クラブへの支援につきましては、現在のところ、

指導者の資質向上、養成等に関する研修会を実

施しているという状況でして、運営の支援とい

うところは、現状、行っていないところでござ

います。

各市町村によっては、業務を委託したり、事

業を委託したり、補助したりということで支援

をしているところもあると聞いておりますけれ

ども、県として一括してというところは、現在

のところ、行っておりません。

ただ、やはり地域スポーツの担い手として必

要な人材の方々ですので、どのような形で支援

ができるかということにつきまして、クラブ連

絡会議等も実施しておりますので、要望等も聞

きながら、今後のあり方を考えていきたいと思っ

ているところでございます。

○渡辺委員 支援が行われているか否かという

ことを聞きたいというよりも、文部科学省が旗

振りをして、宮崎県としても各市町村に最低１

つのクラブを、ということで支援をしてきたわ

けです。支援のメニューのありなしということ

よりも、作ってきて一定の数までいった総合型

のクラブの現状認識を県教委としてどう思って

いるのか聞きたいです。

熱心にしているところほど、市町村のメニュ

ーだったり、一部は学校体育を支える人材の供

給とかを含めて努力して、何とかクラブ運営を

頑張っているという状況だろうと思うんです。

会費収入だけでやられているクラブはほとんど

ないだろうと思いますから、現状、みんなそん

なふうに工夫している中で、それぞれのクラブ

が抱えている現状を県教委としてどう認識して

いるのかということを伺いたいという意味です。

○押川スポーツ振興課長 失礼しました。

各総合型地域スポーツクラブの皆さんは、そ

れぞれのクラブが置かれている課題につきまし

て、しっかりと取り組んでいただいております。

ただ、本年度のコロナ禍においては、やはり

会員がなかなか増えない、また、事業ができな

いということで、収入等も減少傾向にあるとい

うことは伺っております。

そういった中でも、各クラブで工夫して取り

組んでいただいているということについては、

大変感謝をしているところでございます。

○渡辺委員 もう１点だけ確認しますが、県内

の56のクラブを押し並べてみて、全てに当ては

まるのは難しいかもしれませんが、クラブサイ

ドで見たときに最大の課題は何だと県教委とし

ては見ているんですか。

○押川スポーツ振興課長 やはり運営費の確保、

会員数の確保というところが一番の課題と考え

ております。

○渡辺委員 ありがとうございました。もう１

点、お伺いしたいと思います。
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56クラブができているということですけれど

も、総合型という名にふさわしいといいますか、

子供たちから高齢者まで、いろんなスポーツの

受け皿として─少子化だったりするような状

況の中で、地域それぞれでいろんなスポーツを

単独でやっていくことも難しいから、総合型が

受け皿となって地域の中にいろんな選択肢があ

るというのを維持していけるように、というの

も理念の１つだと思います。実際、県内の56の

クラブを見たときに、ちょっと抽象的な聞き方

になりますが、総合型という名前のニュアンス

に適しているというか近い状態にあるクラブと、

そうではなくて、単一のスポーツに近いような

形の総合型もあるような気もするのですが、そ

の辺の状況についてはどんなふうに考えてい

らっしゃいますか。

○押川スポーツ振興課長 確かに委員がおっ

しゃるとおり、クラブによって現状は異なりま

す。どうしても高齢者を中心とした活動になっ

ているクラブもございます。地域性もございま

すので、そういった地域の課題についてどう対

応するかを、それぞれのクラブが工夫しながら

事業や教室等を行っているところでございます。

○渡辺委員 よしあしというわけじゃなく、タ

イプが違うという意味でいいんですけれども、

いわゆる総合型という名前のイメージにジャス

トフィットするようなクラブは、この56のうち、

県内にどのくらいあるというイメージで捉えて

いたらいいですか。

○押川スポーツ振興課長 総合型という名称に

ふさわしいかどうかというのは、具体的にどこ

でラインを引くかというのは難しいんですけれ

ども、現状のクラブの状況から見ますと、半数

あるかどうかではないかと感じているところで

す。

○渡辺委員 文教警察企業常任委員会の議論と

か、国スポに向けての議論でも出てきているん

ですが、先生方だけで学校の部活動を支えるの

が大変になっていて、スポーツ少年団の指導者

の方や教育経験のある方が、部活動の外部指導

者として入っていくという支えの方向性が今で

きていっていますね。これとあわせて、総合型

の理念がしっかり定着をすれば、理想を言えば

中学校区ぐらい、大きな自治体ではそこまでは

いかないかもしれませんが、できていくのが本

当は望ましい。そうすれば、例えば中学校の部

活動、小学生も含めて支える受け皿になってい

く、というのが、もともとは描いた方向性なの

かなと思っています。

そこで、現状として、とりあえず中学校の部

活動に限ったときに、どういう支え方の連携が

できていて、今後、強化をしていきたいとか、

─例えば中体連に参加するには、個人で入れ

るのか、部として認めるのかとかいろいろな方

法があって、広域的な連携も必要なのだろうと

思うんですが、その辺のお考えをお伺いできれ

ばと思います。

○押川スポーツ振興課長 現在、総合型地域ス

ポーツクラブの指導者の方々が、各中学校の外

部指導者や部活動指導員としてかかわっていた

だいているところもございます。

ただ、中学校の部活動等で１つネックになる

のが、昼間働いていらっしゃる方も指導者にい

らっしゃいます。そうすると、どうしても夕方

から毎日練習を見れるのかということですとか、

また、指導者の方々が土日に部活動に専念でき

るのかということもありますので、そういった

課題も含めて解決をすべきことが多々あるかと

考えております。

そういったことからも、今後の部活動のあり
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方につきましては、総合型地域スポーツクラブ

の皆さんの御意見も伺いながら、お互いに連携

できるところ、協力できるところを模索しなが

ら進めていかなければいけないと考えていると

ころでございます。

○渡辺委員 ちょっと不勉強なので教えていた

だきたいんですが、例えばバドミントンを総合

型のスポーツクラブでやっていますという子供

たちが、中学校の中体連とかの大会に出場する

ときには、ほかのスポーツも含めてですが、ど

ういう整理になっていれば中学校の名前で出れ

るのかを、教えていただければと思います。

○押川スポーツ振興課長 基本的に中学校体育

連盟や高等学校体育連盟の主催する大会につき

ましては、学校長の承諾を得て出場することに

なりますので、各学校の校長先生が認めれば出

場できるという形になります。

ただ、そこの学校に部活動も、例えばバドミ

ントン部もあるとなると、総合型でバドミント

ンをやっている子供たちを、そこで一緒に出す

かといったときには、解決しなければいけない

課題等も出てくるかと思います。そういったと

ころも含めて、今後の部活動のあり方について、

しっかりと検討する必要があるのかなと考えて

いるところでございます。

○脇谷委員 今の総合型の関連でいいでしょう

か。

この（１）のクラブや市町村訪問について、

クラブ運営に対する支援やクラブ育成に向けた

支援を目的に実施されたと書いてあるんですけ

れども、実施をされている方が１人とお聞きし

ています。先日、総合型の方から、このアドバ

イザーから助言も何もなくて、ほかのスポーツ

クラブで何のスポーツをやっているかもわから

ないらしくて、ちゃんと統計を取っているのか、

と言われたんですけれども、これに関してはど

うなんでしょうか。

○押川スポーツ振興課長 総合型地域スポーツ

クラブの、県としての窓口になるのが、今言わ

れたクラブアドバイザーという方で、県のスポ

ーツ協会の職員として配置をしているところで

ございます。この方を中心に、総合型地域スポ

ーツクラブの支援等を行っているわけなんです

けれども、スポーツ指導センターを広域スポー

ツセンターと位置づけて、スポーツ指導センタ

ーの職員も含めて訪問等をしているところでご

ざいます。ですから、どうしてもクラブアドバ

イザーを中心にはしていますけれども、訪問等

も含めて、複数の職員で対応はさせていただい

ているところでございます。

○脇谷委員 ３つぐらいのクラブに聞いたら、

全部そのお一人の方がそこを回っているという

ことなんですけれども、その方はお一人という

ことでよろしいんですか。

それと、その方はどこのクラブが何のスポー

ツをしているかというのもさっぱりわからなく

て、まず統計を取っていないというので不信感

があって、アドバイザーの存在として目的を達

しているのかと聞かれたんですけれども、どう

なんでしょうか。

○押川スポーツ振興課長 県ではこういうリー

フレットを作っていまして、それぞれのクラブ

の紹介等もしております。また、どんな活動を

しているかも記載をしてありますので、クラブ

の活動状況等もこれでわかります。

また、ホームページ等にもこれは掲載してお

りまして、各スポーツクラブのホームページと

もリンクをさせていただいているところですの

で、そういった点では、各クラブの取組につい

ては把握ができると考えているところでござい
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ます。

○脇谷委員 いや、ホームページはもちろんあ

るし、そのパンフレットもあるのは御存じなん

でしょうけれども、アドバイザー自体が知らな

いというのと、あと、実態を知らないと。つま

り、ホームページに載っているけれども、結局、

先ほど半数とおっしゃったけれど、その半数は

実態があるかないかわからないようなところも

あるんじゃないかというところで、やっぱりス

ポーツクラブを把握されていないんじゃないか

というふうに、結局、このアドバイザーを通し

てスポーツ振興課の皆さん方が実態を把握され

ていないんじゃないか、自分たちが置き去りに

されているというか、先ほど課題として運営費

の確保があると言われたけれども、その課題に

対する取組が本当にできているんだろうかとい

う心配というか、不安があるんじゃないかと思っ

ているんです。

ですから、先ほど渡辺委員がおっしゃったよ

うに、総合型の方々は、会員数が少ないし、会

費も少ないので、自分たちで一生懸命やってい

るけれども、それを県から支えていただいてい

るんだろうかと、ひしひしと感じるんですけれ

ども、それについてどうでしょうか。

○押川スポーツ振興課長 先ほどの資料の中で

もありましたクラブ連絡会議等も実施しまして、

各クラブの状況等もお伺いしながら、今、どん

な支援が必要か等についても把握をしていると

ころでありますし、また、先日は私も直接クラ

ブの方とお会いしまして、お話等も聞かせてい

ただいて、課題等も聞かせていただいたところ

であります。

クラブの方がどういう思いをしているかとい

うところに耳を傾けながら、今後の事業に生か

していきたいと考えているところでございます。

○脇谷委員 ぜひ総合型の方々の意見をお聞き

いただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。

それと、もう１点いいでしょうか。

先ほどのＳＡＬＫＯの話なんですが、実はそ

のＳＡＬＫＯのアプリを私も取りまして、これ

はいいものだと思ったんですが、女性はスマホ

を持って歩かないんですよね。今やスマートウ

オッチを使うような状況ですよね。１万歩歩い

たとか何とか、出産した娘も言っているんです

けれども、ＳＡＬＫＯが一体どの年代を対象に

されているのかというので、アプリですから、

年配の方はスマートフォンを持ってなければや

らないでしょうし、若い人はスマホを持って歩

かないでしょうし、一体、今の社会に応じてい

るんだろうかと不思議に思っておりまして、そ

れが１点です。あともう一つは、利用状況をお

聞きしたいです。

○押川スポーツ振興課長 現在はそういう万歩

計の機能がついたものがたくさんございまして、

このＳＡＬＫＯだけに頼る時代ではないかなと

は思いますが、日ごろ運動していない方々に、

運動するきっかけづくりとしてこのＳＡＬＫＯ

を紹介をさせていただき、運動につなげていけ

ればと考えております。

実際にＳＡＬＫＯの登録者を見ますと、20代

から50代が約78％、約８割近くが20代から50代

の方々であります。また、現在、令和元年度の

状況で２万5,000人を超える登録者がいらっしゃ

る状況であります。

○脇谷委員 登録は私もしたんですけれども、

実際に全然使っていないんですが、実際の利用

状況というのはどうなんですか。歩数の順位が

出ますよね。その順位というのは、聞くところ

によるとスマホを振っていれば順位が上がると
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聞いたんです。それはないだろうと思っている

んですけれど、実際に利用されている方はどれ

くらいいらっしゃるんでしょうかね。

○押川スポーツ振興課長 正直申しまして、登

録者数というのは把握ができますが、利用され

ているかどうかについては、今のところ把握を

しておりません。登録はしているけれども、全

然歩数が増えない方は、おそらく利用していな

いと見ることはできると思うんですけれども、

そこまでは把握をしている状況はござません。

○脇谷委員 ＳＡＬＫＯもいいんですけれども、

社会に応じたアプリでないような気がするんで

す。女性対象だったら持って歩かないので、こ

れがいいというのは言えないんですが、ちょっ

と考えていただくといいかなと思っています。

教育長は使っていらっしゃるんでしょうか。

○日隈教育長 私は使っているんですが、うち

の家内はオタクになっていて、市内でランキン

グ２位というぐらい使っているようです。５キ

ロ瘦せたと喜んでおりました。

このＳＡＬＫＯは使いにくいということで、

これまでもいろいろと改良してきているんです

けれども、今後もまた使いやすい方向で改良は

していきたいと考えております。スマホ以外で

も使えるアプリなどについては、課題というこ

とで、今後、検討してまいりたいと思います。

○脇谷委員 ありがとうございます。

○押川スポーツ振興課長 解決策の１つとして

は、現在、アップルウオッチへの対応について

進めているところであります。そういった形で、

毎年、バージョンアップをしながら進めており

ます。

また、いろいろな、使っている方々の御意見

等も参考にしながら、できるだけいい方向の改

善が図れるように努力していきたいと思います。

○脇谷委員 よろしくお願いします。

○横田委員 長寿介護課にお尋ねします。

私が住んでいる佐土原町では、老人クラブの

クラブ数がどんどん減ってきているんです。間

違いなく高齢者の数は増えているんですけれど

も、何でクラブ数が減っているかというと、役

員のなり手がいないから、もうやめようという

ことになっているらしいんです。それで、県全

体の老人クラブの状況はどうなっているかをお

尋ねしたいんですけれども。

○佐藤長寿介護課長 お答えいたします。

今、委員御指摘のとおり、減少傾向にあると

いうのは事実でございます。統計を御紹介いた

します。まず、全国と本県を比べますと、老人

クラブの加入率は、全国におきましては、平成25

年には15.8％でございました。宮崎県で同じく

平成25年には13.3％の加入率でありましたが、

一番直近の数字で平成31年３月の数字がござい

ますが、全国が15.8％から12.2％、本県におき

ましては13.3％が9.7％ということで、本県は10

％を切っている状況でございます。加入率低下

の理由としましては、委員の御指摘の点もござ

いますし、加入対象年齢の60歳を超えても現役

で働いていらっしゃるとか、ボランティアとか、

趣味のサークル活動をするなど、ライフスタイ

ルの変化も影響しているのではないかと分析し

ているところでございます。

○横田委員 いろんなスポーツをやっている高

齢者が、自分自身が老人クラブに入ってなかっ

たら、県が支援をしている老人クラブ連合会の

スポーツ大会があったとしても参加はしないで

すよね。

ですから、このまま行ったらジリ貧になって

いくんじゃないかと思いますので、老人クラブ

そのものの充実発展といいますか、そちらにも
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力を入れていかないと、これから厳しい状況に

なっていくんじゃないかと思うんですけれども、

いかがでしょうか。

○佐藤長寿介護課長 委員の御指摘のとおりで

ございまして、老人クラブの方々は、地域の見

守りとか、そういう働きもされていらっしゃい

ます。連合会と連携を取って、加入される方を

掘り起こす努力をしておりますけれども、なか

なかうまくいっていないところがありますので、

引き続き県の老人クラブ連合会とか、市の連合

会とか、市町村それぞれの単位の老人クラブ等

と連携を図りまして、加入率が下がらないよう

に引き続き努力していきたいと思っております。

○横田委員 ちょっと確認させていただきたい

んですけれども、クラブ数は減ってきていると

いうことが分かりましたけれども、高齢者はずっ

と増えているわけです。全体の数といいますか、

加入している人数、高齢者の数はどういう状況

なんでしょうか。

○佐藤長寿介護課長 老人クラブの会員数は、

本県で３万8,387名でございます。

○横田委員 増減はどうなんでしょう。

○佐藤長寿介護課長 ５年前の平成27年３月末

が会員数が４万8,078名だったので、約１万人近

くこの５年ほどで下がっております。

○星原委員 基本的なことをお伺いしたいんで

すが、総合型地域スポーツクラブの育成支援に

向けた取組ということで、３ページの一番上に

書いてあるんですけれども、これは県と市町村

とのどっちが主体で動いているんですか。

○押川スポーツ振興課長 指導者の養成とか、

クラブ設立に向けた支援というところについて

は、県が中心になりながら県のスポーツ協会等

も含めて行っているところであります。

各市町村とクラブとのかかわりについては、

事業を委託したりという形での支援、補助した

りという形の支援等を行っている市町村もあり

ますが、市町村によって異なっている状況でご

ざいます。

○星原委員 多分13年ぐらい前に文部科学省が

こういう形の取組を行って、県内に56クラブが

できているということなんですが、その活動状

況はどういうふうに見たらいいんですか。

○押川スポーツ振興課長 それぞれのクラブで

工夫しながら行っていただいております。クラ

ブによってはＮＰＯ法人化してクラブの運営を

行っているところもありますし、先ほど申した

ように、各市町村の委託や補助を中心にしなが

ら行っているクラブもございます。それぞれク

ラブによって活動状況は異なるところでござい

ます。

○星原委員 県の支援という形でここに出てい

るんですが、県としては、この総合型スポーツ

クラブに対しての育成支援費というのは、どれ

ぐらい年間予算を組んでいるんですか。

○押川スポーツ振興課長 育成促進に係る予算

としまして、100万2,000円を予算化しておりま

す。主にクラブ連絡会議の開催費、また、クラ

ブマネージャー養成講習会等の講習会の開催に

かかる費用となっております。

○星原委員 私は、実は総合型スポーツクラブ

にちょっと関係しているから言うんですけれど

も、高齢者のスポーツの振興の中で出てくる健

康寿命を延ばしていくために、スポーツを通じ

て、どうやって医療費の削減などを図るかが最

終的な目的じゃないかと思うんです。要するに

元気で長生きということが、総合型スポーツク

ラブの活動だとか、高齢者のスポーツ振興とい

うのは、そのためにどういう形の取組をしてい

くかという、しっかり目的を立てて、その中で
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活動をしていくような形の支援の仕方を考えて

いくべきじゃないかと思うんですが、その辺は

どういうふうに捉えたらいいんですか。

○押川スポーツ振興課長 各総合型地域スポー

ツクラブの中には、各市町村が行う介護予防な

どを含めた事業についても、委託や補助を受け

ながら行っているところもございます。

ただ、どうしても、総合型地域スポーツクラ

ブは教育委員会が所管をしていますが、健康福

祉のほうは所管が違いますので、情報がうまく

つながっていないところもあるのではないかと

思いますので、県も各市町村においても、そう

いった連携が図れるように努めていかなければ

いけないと考えているところでございます。

○星原委員 これから地域の中で指導者をどう

作っていくか、だろうと思うんですけれども、

こういうスポーツクラブや中学校の部活動にお

いて、指導者には、定年退職された体育関係と

か学校の先生たちを活用していくべきじゃない

かと思うんですが、その辺に向けてはどのよう

な考えがあるんですか。

○押川スポーツ振興課長 委員がおっしゃいま

した通り、そのあたりがこれからの大きな課題

であると捉えております。

そういった、定年等を迎えられた方々の次の

活躍の場として、総合型地域スポーツクラブも

あるということを周知をしながら、指導者とし

て次の世代でも頑張っていただくような仕組み

づくりも考えていかなければいけないとは考え

ております。

○星原委員 ぜひ、そういう形の方向性を作っ

ていただきたいです。やっぱり指導者がいない

と参加者もなかなか集めにくいんです。参加者

が多くなってきて、そこでスポーツだけでなく

て、触れ合いとか、意見交換というか、いろん

な情報をお互いに交換し合える場になることが、

元気で長生き、健康寿命を延ばしていく、医療

費の削減、そういった方向につながっていくと

思うんです。そういう方向に進めたときに、ど

れぐらいの医療費が削減できるかというのは、

なかなかデータが取れないんでわかりかねます

けれども、やはり、そういう目的で、生涯スポ

ーツというのはあるんじゃないかと思います。

ですので、指導者が不足しているようであれば、

指導者を登録制度にしていただいて、登録して

いる人たちに声をかければ協力をもらえる、支

援をもらえる、といったことにつながっていけ

ばありがたいので、その辺の研究も少ししてい

ただくとありがたいかと思います。

もう１点、私も関わっていて思っているのは、

今、県内にもパークゴルフ場がいっぱいできて

いると思うんですが、先ほどウオーキングの話

も出ましたけれども、パークゴルフ場に行って、

歩くだけじゃなくて本人が数字を追っかけたり、

他人との競争をしたり、あるいは四、五人のメ

ンバーでいろんなことを話しながら回るといっ

たことも、ボケないというか、健康寿命につな

がっていくと思うので、もう少しそういった点

についての支援なども考えてもらうと、まだま

だ参加者も増えてくるんじゃないかと思うんで

す。

また、さんさんクラブの大会について、高齢

者は増えていっているはずなのに、参加者が少

なくなっている原因が何なのかと考えると、や

はり遊びながら、楽しみながら、人と競争しな

がら、そういった形ができるスポーツも考えて

いくべきじゃないかと思いますので、もう少し

検討をしたり、研究していただければと思いま

す。

○髙橋委員 1130県民運動ですけれども、これ
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はいつからの取組ですか。

○押川スポーツ振興課長 資料を持ち合わせて

いないんですけれども、平成26年度からではな

かったかと記憶しているところです。

○髙橋委員 約６年ぐらい経過をしているんで

すけれども、県民への定着なり、認知度という

ところを聞かれると少し疑問もあるところなん

でしょうけれども、去年のいろんな実績、活動

を見ると、どうも市街地中心かなと思います。

イオンモールがない田舎から見るとそういうこ

となんですけれども、（２）の国保連合会とか、

しんきんチャリティーも恐らくどこか１か所で

やったのではないかと思うんです。あと、企業

の６団体なんかも中山間地に企業があるわけ

じゃないでしょうから。なので、26市町村で何

らかの県民運動の推進をどう図っていらっしゃ

るのかということを、まずお尋ねします。

○押川スポーツ振興課長 各市町村につきまし

ては、先ほども申しましたスポーツ推進員の方

々が中心で行う事業、また、市町村が行う事業

等の際に、この1130県民運動の、例えば1130体

操を実施したり、ウオーキングアプリＳＡＬＫ

Ｏを御紹介したりといったような取組を行って

いるところでございます。

○髙橋委員 事業にはそれなりの事業費も入っ

ていると思うんです。村なり、町なんかの行事

で、スポーツ指導員の方に啓発をしてもらうこ

とになるんでしょうけれども、いろんな企画に

参加をしてもらうためには事業費がいるわけで

すから、そこら辺をもう少し中山間地にも目配

りをしながらやっていただくと、この1130、中

山間地にも根付いていくのかなという思いがあ

ります。ぜひ検討してみてください。

○押川スポーツ振興課長 各市町村を訪問する

際には、そういったところも含めて、どういっ

た連携、協力ができるかも相談しながら進めて

まいりたいと考えております。

○窪薗委員長 ほかにございませんか。よろし

いですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、ほかに質疑はないよ

うですので、これで終わりたいと思います。

執行部の皆さん方には御退席いただきまして

結構でございます。お疲れさまでございます。

ありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前11時15分休憩

午前11時16分再開

○窪薗委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

協議事項（１）でございます。県内調査につ

いてであります。

資料１を御覧ください。日程でございます。

当初は県外調査を予定しておりましたが、新

型コロナウイルス感染症の状況により、同日程

で県内調査を実施する予定でございます。

中止になりました県南調査、県北調査につい

て、調査予定となっていました調査先を中心に

御覧のような日程案を作成しました。

まず、10月12日ですが、日章学園高等学校を

訪問します。日章学園では、競技力の向上、維

持のための環境整備面の取組等について調査す

る予定でございます。

次に、小林高校を訪問し、競技力強化指定校

としての取組等について調査する予定でござい

ます。

調査後は小林市内に宿泊予定です。

翌13日、２段目ですが、まず、延岡市役所を

訪問し、アスリートタウンのべおかの取組につ
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いて調査する予定であります。

続きまして、延岡星雲高校を訪問します。未

普及競技の指導に当たっての課題等について調

査する予定であります。

調査後は延岡市内に宿泊予定でございます。

翌14日、３段目ですが、一般社団法人ツノス

ポーツコミッションにスポーツによる町おこし

についてお話を伺いたいと思います。

次に、木城町のいしかわうちを訪問いたしま

す。スポーツ合宿施設いしかわうちの見学のほ

か、スポーツ合宿の受け入れに関する課題につ

いて意見交換を行う予定でございます。

最後に、新富町役場を訪問します。スポーツ

による町おこしについて御紹介いただくほか、

国民スポーツ大会やスポーツ合宿の受け入れに

関する課題について意見交換を行う予定でござ

います。

県内調査につきましては、調査先との調整も

ある程度進めておりますので、できればこの案

で御了承いただきたいと思います。よろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 異議なしということで、それで

は、そのように決定いたします。

なお、諸般の事情により、若干の変更が出て

くる場合もあるかもしれませんが、正副委員長

に御一任いただきますようお願いいたします。

なお、調査時の服装につきましては、夏季軽

装にてお願いいたします。

次に、協議事項（２）次回委員会についてで

ございます。

次回の委員会につきましては、10月27日火曜

日の開催を予定しております。内容については、

田中書記のほうから説明を受けたいと思います。

よろしくお願いします。

○田中書記 失礼します。次回の委員会の内容

についてですけれども、スポーツに関連する周

辺産業ということで、執行部に説明を依頼して

はいかがかと考えております。

具体的に申し上げますと、商工観光労働部で

取り組んでおりますアスリートフードの開発や

スポーツヘルスケアビジネスプランの支援事業

といった事業ですとか、県土整備部が自転車活

用推進計画を作成するなど、サイクルツーリズ

ムに関する取組をしておりますので、そういっ

た事業について説明を依頼してはいかがかと考

えております。

以上です。

○窪薗委員長 よろしいでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、特にないようですの

で、次回の委員会の内容につきましては正副委

員長に御一任いただきましたいと存じますがよ

ろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 それでは、そのような形で準備

させていただきたいと思います。

最後に、協議事項（３）その他でございます

けれども、委員の皆さん方から何か御質問等は

ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○窪薗委員長 ないようでございますので、次

回の委員会は、先ほども申しましたように10月27

日午前10時から予定をしておりますのでよろし

くお願いをいたします。

それでは本日の委員会を閉会いたします。あ

りがとうございました。

午前11時22分閉会
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